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１． 平成３０年度　第３８回全国高等学校ライフル射撃競技選抜大会
 
２． 公益社団法人　日本ライフル射撃協会

３． 全国高等学校ライフル射撃部・山形県ライフル射撃協会（予定）

４． 山形県：山形県教育委員会・山形県高等学校体育連盟・宮城県:宮城県教育委員会（予定）

５． 平成３１年３月２５日（月）～２７日（水）

６． 宮城県ライフル射撃場 宮城県石巻市沢田字金山５１－１  電話 0225-97-5429

７． 平成３１年３月２５日（月）１６：３０～

８． 平成３１年３月２７日（水）１６：３０～

９． （１）１０ｍエア・ライフル立射６０発競技（男子）

（２）１０ｍエア・ライフル立射４０発競技（女子）

（３）ビーム・ライフル立射６０発競技（男子）

（４）ビーム・ライフル立射４０発競技（女子）

（５）ビーム・ピストル立射６０発競技（男子）

（６）ビーム・ピストル立射４０発競技（女子）

10. (予定)

日程

１射群

２射群

ﾌｧｲﾅﾙ

１射群

２射群

ﾌｧｲﾅﾙ

１射群

２射群

ﾌｧｲﾅﾙ

１射群

２射群

ﾌｧｲﾅﾙ

本射

ﾌｧｲﾅﾙ

本射

ﾌｧｲﾅﾙ

３月２７日
（水）

用具検査 8:00～10：00

ＡＲ男子 9:00～10:15

13:00～

ＡＲ女子 11:10～12:10

14:45～

閉会式 16:30～

14:30～

ＢＰ女子 12:30～13:15

14:00～14:45

３月２６日
（火）

用具検査 8:00～12:00

ＢＲ男子 9:00～ 9:45

10:15～11:00

14:00～

ＢＲ女子 11:30～12:00

16:15～

12:45～13:15

15:30～

ＢＰ男子 9:00～10:00

10:45～11:45

競技種目 競技時間

３月２５日
（月）

公式練習 9:00～15:30

用具検査 10:00～14:00

監督会議 14:30～15:30

開会式 16:30～17:00

競 技 日 程

平成３０年度
第３８回　全国高等学校ライフル射撃競技選抜大会

大 会 名

主 催

主 管

後 援

期 日

会 場

開 会 式

閉 会 式

競 技 種 目



11.

　
12. ライフル射撃競技規則　最新版による。

13. （１）１０ｍエア・ライフル競技　　公認電子標的

（２）ビーム・ライフル競技　　　　ＢＲ公認標的装置

（３）ビーム・ピストル競技　　　　ＢＰ(興東電子製新型DP)公認標的装置

14. （１）日本ライフル射撃協会並びに全国高等学校ライフル射撃部に登録されて

　　　いるものであること

（２）平成１３年４月２日以降に生まれたもので、高等学校の１、２年生に在学している

　 　 者。ただし、同一学年の出場は１回限りとする。

15. 　ライフル種目については、全国高等学校ライフル射撃部が実施する平成３０年度各地区

大会（北海道東北・関東・北信越・東海・近畿・中国・四国・九州）において選抜（関東

地区男女各４名、近畿・中国・四国・九州地区男女各３名、その他の地区男女各２名）

され、日本ライフル射撃協会が指名した男女各２０名並びに開催県の男女各１名。

ピストル種目については上記の各地区大会において選抜（各地区男女各２名）され、

日本ライフル射撃協会が指名した男女各１６名並びに開催県の男女各１名。

　なお、選手の決定通知は、平成３１年１月末日に該当学校長並びに都道府県協会に送付

する。

16. 各種目とも１位～８位を表彰する。

17. ２,０００円／一人

18. （１）申込みは所定の用紙により２部作成し、１部は各校（またはライフル射撃協会）で

　 　 保管し、１部は下記へ２月１５日（金）に必着するように郵送すること。

      参加料の納入は、大会当日監督会議の受付で支払うものとする。

(2)申込先

〒992-0472　山形県南陽市宮内4600番地

 山形県立南陽高等学校内　全国高等学校ライフル射撃競技選抜大会事務局 加地信彦

E-mail: firestar1732@yahoo.co.jp

19. 大会参加申込後、別途連絡。

（１）宿舎は特別な理由のない限り、指定の宿舎を利用すること。

（２）宿舎は所定の用紙により申し込むこと。

（３）宿泊料金等の払い込みは後日指定する方法によること。

℡0238-47-7401　　Fax0238-47-7445

宿泊･昼食

参 加 申 込

学年を設けない課程に在籍する等、特別の事情がある場合出場は2回とする。

（３）全国高等学校ライフル射撃部常任委員は出場選手の参加資格を確認し、全国

　　　８ブロックにおいて予選会を実施する。

（４）ブロック予選会に出場する選手は都道府県で選出された選手とする。開催県出場

選手についてもブロック大会に出場した選手の中から選出する。開催県からの出場

がない場合は開催県選手として当該ブロックの選手を開催県選手として参加すること

　 ができる。ＡＲ選手も予選会に出場し参加資格を有するものとする。

　(５）各ブロックからの推薦選手を全国高校ライフル射撃部常任委員会で審議し決定する。

参 加 制 限

表 彰

参 加 料

参 加 資 格

競 技 方 法 個人戦のみとし、各種目とも予選・ファイナルマッチの成績で順位を決定する。
なおライフル種目は本戦・ファイナルとも小数点表示、ピストル種目は本戦が整数点表
示・ファイナルは小数点表示により競技を行う。

競 技 規 則

使 用 標 的

mailto:firestar1732@yahoo.co.jp


20. （１）銃器･弾薬については各自携行し、運搬･携帯･保管については、特に留意すること。

（２）鉄砲所持許可書または年少射撃資格認定書、日ラ会員証、射手手帳を携行すること。

（３）銃については有効な検定シールを貼っておくこと。

（４）年少者射撃資格銃については、銃の射撃指導員が必ず同行すること。

21. 公式練習　３月２５日（月） 午前ＡＲ、午後ＢＲ・ＢＰ

22. 大会委員長 藤井　優

競技委員長　　 小杉末吉

テクニカルデレゲート 菅沼　誠 　

23. （１）各自ゼッケン（Ａ４判またはＢ５判に学校名、氏名を記入）を用意すること。

（２）危害予防については各自が充分留意すること。

そ の 他

銃器･弾薬

公 式 練 習

大会責任者


